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厚
生
労
働
大
臣
に 

緊
急
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た

　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」

の
影
響
で
、
県
が
実
施
す
る
二
〇
二
〇

年
度
の
「
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資

格
研
修
」
を
「
秋
以
降
の
開
催
」「
感

染
防
止
の
観
点
か
ら
一
ク
ー
ル
あ
た
り

の
受
講
者
数
を
減
ら
し
て
開
催
」
と
し

た
地
域
も
あ
り
、
そ
の
結
果
、
希
望
者

が
受
講
で
き
な
い
場
合
も
生
じ
て
い
る

な
ど
の
実
態
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

二
〇
一
九
年
五
月
時
点
ま
で
の
「
放
課

後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
」（
以

下
、
認
定
資
格
研
修
）
の
受
講
者
は

七
万
四
七
九
人
。
こ
れ
は
基
礎
資
格
を

有
す
る
者
の
七
割
に
あ
た
り
ま
す
。

　
認
定
資
格
研
修
の
開
催
回
数
は
、
国

が
「
放
課
後
児
童
支
援
員
」
の
資
格
を

設
け
た
二
〇
一
五
年
か
ら
五
年
が
経
つ

な
か
で
減
少
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に

加
え
て
受
講
の
機
会
が
減
っ
て
し
ま
う

こ
と
に
よ
り
、
受
講
者
は
当
初
見
込
み

の
二
分
の
一
か
ら
三
分
の
一
に
減
少
し

て
し
ま
い
、
今
年
度
、
新
た
に
採
用
さ

れ
た
指
導
員
も
受
講
が
困
難
な
状
況
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
開
設
時
間
す
べ
て
を
通
じ
て
有
資
格

者
を
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
態

が
生
じ
れ
ば
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
に

影
響
が
生
じ
た
り
、
国
や
自
治
体
か
ら

の
補
助
金
が
減
額
と
な
る
な
ど
、
大
き

な
問
題
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
来

年
度
の
職
員
配
置
や
、
学
童
保
育
を
新

設
・
分
割
す
る
際
に
も
、
重
大
な
影
響

を
お
よ
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　
全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会（
以
下
、

全
国
連
協
）
は
二
〇
二
〇
年
八
月
三
一

日
、「『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
』
感
染

症 

学
童
保
育
に
か
か
わ
る
緊
急
申
入

書
」
を
厚
生
労
働
省
に
提
出
（
今
回
で

五
回
目
）
し
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
緊
急
に

要
望
し
ま
し
た
。

① 

二
〇
一
九
年
一
〇
月
三
日
付
の
厚

生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
長
通
知
に
お

い
て
、「『
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資

格
研
修
』
の
機
会
の
提
供
に
引
き
続
き

積
極
的
に
努
め
る
こ
と
と
し
、
研
修
の

回
数
や
開
催
場
所
な
ど
受
講
者
へ
の
配

慮
も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
市
町
村
及

び
事
業
者
に
お
い
て
も
、
放
課
後
児
童

支
援
員
認
定
資
格
研
修
を
未
だ
受
講
し

て
い
な
い
職
員
に
対
し
て
、
研
修
受
講

機
会
を
確
保
す
る
よ
う
特
段
の
配
慮
を

行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
通
知
し

た
こ
と
に
も
と
づ
い
て
、
有
資
格
者
の

配
置
に
つ
い
て
、
国
と
し
て
実
態
を
把

握
し
、
結
果
を
公
表
し
た
う
え
で
、
対

策
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

② 
資
格
取
得
を
必
要
と
す
る
指
導
員

が
受
講
で
き
る
た
め
の
会
場
の
規
模
や

回
数
、
開
催
方
法
、
必
要
な
予
算
を
国

と
自
治
体
が
一
体
と
な
っ
て
確
保
し
て

く
だ
さ
い
。（
以
下
略
）

　
全
国
連
協
は
、
各
地
の
現
状
と
要
望

を
二
〇
二
〇
年
三
月
四
日
、
三
月
三
一

日
、
五
月
一
八
日
、
六
月
一
九
日
の
四

度
、
厚
生
労
働
省
に
提
出
し
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
、
学
童
保
育
関
係
者
の
要

望
を
地
域
連
絡
協
議
会
と
共
に
組
織
的

に
集
約
し
、
届
け
て
い
き
ま
す
。

指
導
員
に
独
自
の
給
付
を
し
た

自
治
体
が
あ
り
ま
す
！

　
国
の
第
二
次
補
正
予
算
（
二
〇
二
〇

年
六
月
一
二
日
成
立
）
に
盛
り
込
ま
れ

た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
従
事
者
慰
労
金
交
付
事
業
」
は
、
児

童
分
野
、
学
童
保
育
や
保
育
所
の
職
員

が
対
象
外
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
国

連
協
は
二
〇
二
〇
年
六
月
一
九
日
、
厚

生
労
働
省
に
、
学
童
保
育
を
対
象
と
す

る
こ
と
を
求
め
る
緊
急
申
入
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
指
導
員
へ
の
独
自
の
給
付

を
行
っ
て
い
る
自
治
体
が
あ
り
ま
す

（
本
誌
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
号
「
協
議

会
だ
よ
り
」
参
照
。
以
下
、
二
〇
二
〇

年
九
月
三
〇
日
現
在
ま
で
の
追
加
分
）。

◇
宮
城
県
富
谷
市
…
… 

一
人
五
万
円
。

雇
用
形
態
不
問
（
ア
ル
バ
イ
ト
含
む
）。

協
議
会
だ
よ
り
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二
〇
二
〇
年
二
月
二
一
日
〜
二
〇
二
一

年
三
月
三
一
日
の
間
に
一
〇
日
以
上
勤

務
し
た
者
。
財
源
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
」（
以
下
、「
臨
時
交
付
金
」）。

◇
茨
城
県
行
方
市
…
… 
一
人
三
万
円
。

学
童
保
育
指
導
員
を
は
じ
め
、
認
定
こ

ど
も
園
の
職
員
。
財
源
は
「
臨
時
交
付

金
」。

◇
栃
木
県
足
利
市
…
… 

一
人
一
万
円
。

四
月
一
六
日
か
ら
五
月
一
四
日
ま
で
の

間
、
通
常
運
営
す
べ
き
日
数
の
八
割
以

上
を
開
設
し
た
事
業
所
と
雇
用
契
約
を

結
ん
で
お
り
、
対
象
期
間
に
勤
務
実
績

の
あ
る
す
べ
て
の
学
童
保
育
指
導
員
、

民
間
保
育
所
・
幼
稚
園
の
職
員
（
申
請

日
時
点
に
お
い
て
対
象
期
間
か
ら
継

続
し
て
雇
用
契
約
を
結
ん
で
い
る
者
）。

財
源
は
「
臨
時
交
付
金
」。

◇
群
馬
県
桐
生
市
…
… 

一
人
五
万
円
。

公
立
施
設
を
の
ぞ
い
た
、
保
育
所
、
認

定
こ
ど
も
園
、
学
童
保
育
、
児
童
福
祉

法
に
規
定
す
る
児
童
福
祉
施
設
に
勤
務

す
る
職
員
が
対
象
（
市
外
の
施
設
も
対

象
、
職
種
に
よ
る
制
約
は
な
い
）。
以

下
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
給

付
の
条
件
。「
二
月
一
一
日
か
ら
六
月

三
〇
日
ま
で
の
間
に
桐
生
市
民
と
し
て

対
象
施
設
に
通
算
一
〇
日
以
上
勤
務
」

「
七
月
一
〇
日
に
お
い
て
、
本
市
の
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
者
」

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

包
括
支
援
事
業
に
お
け
る
、
国
の
慰
労

金
の
受
給
対
象
者
で
な
い
こ
と
」。

◇
福
井
県
…
… 

一
人
五
万
円
。
学
童

保
育
指
導
員
は
じ
め
、
保
育
士
、
児
童

養
護
施
設
・
乳
児
院
な
ど
児
童
福
祉
施

設
の
職
員
。
県
内
で
感
染
が
は
じ
め
て

確
認
さ
れ
た
三
月
一
八
日
か
ら
六
月

三
〇
日
ま
で
に
、
子
ど
も
と
直
接
接
す

る
業
務
に
一
〇
日
間
従
事
し
た
者
に
支

給
。
勤
務
時
間
、
資
格
の
有
無
は
問
わ

ず
。
財
源
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
県
内

外
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
や
、
県
知

事
ら
特
別
職
五
人
の
給
与
の
一
部
。

◇
愛
知
県
津
島
市
…
… 

一
施
設
あ
た

り
一
〇
万
円
。
指
導
員
の
手
元
に
届
く

よ
う
に
注
意
喚
起
が
行
わ
れ
て
い
る
。

◇
大
阪
府
摂
津
市
…
… 

一
人
一
万
円
。

民
間
の
福
祉
施
設
職
員
に
支
給
。
学
童

保
育
は
二
〇
二
〇
年
四
月
か
ら
市
内

一
〇
か
所
中
三
か
所
が
民
間
委
託
と

な
っ
た
。
委
託
さ
れ
た
学
童
保
育
の
指

導
員
に
は
支
給
さ
れ
た
が
、
七
か
所
の

公
営
の
指
導
員
は
対
象
外
。

◇
大
阪
府
熊
取
町
…
… 

一
人
三
万
円
。

町
内
の
民
間
の
保
育
士
（
公
立
は
臨
時

職
の
み
）、
学
童
保
育
従
事
者
に
給
付
。

◇
大
阪
府
河
南
町
…
… 

一
人
二
万 

五
〇
〇
〇
円
。
町
内
在
住
の
保
育
等
従

事
者
（
学
童
保
育
指
導
員
含
む
）
を
対

象
に
、
緊
急
事
態
宣
言
中
に
一
〇
日
以

上
勤
務
し
た
者
に
給
付
。
町
内
在
住
が

要
件
で
、
他
市
町
村
で
勤
務
し
て
い

る
場
合
も
対
象
（
勤
務
証
明
が
必
要
）。

他
市
町
村
の
公
営
学
童
保
育
で
勤
務
す

る
指
導
員
（
公
務
員
）
も
対
象
と
な
っ

た
が
、
他
市
町
村
在
住
で
、
河
南
町
内

の
保
育
・
学
童
保
育
に
勤
務
す
る
従
事

者
は
対
象
外
と
な
っ
た
。

◇
島
根
県
…
… 

一
人
五
万
円
。
学
童

保
育
指
導
員
は
じ
め
、
保
育
士
、
認
定

こ
ど
も
園
・
児
童
養
護
施
設
・
乳
児
院

な
ど
児
童
福
祉
施
設
の
職
員
。
三
月
二

日
か
ら
五
月
二
五
日
ま
で
に
五
日
以
上

勤
務
し
た
者
で
、
四
月
一
日
時
点
で
在

籍
し
て
い
る
職
員
。
勤
務
時
間
、
資
格

の
有
無
は
問
わ
な
い
。
県
と
市
で
二
分

の
一
ず
つ
負
担
。

◇
沖
縄
県
宮
古
島
市
…
… 

一
人
五
万

円
。
医
療
従
事
者
の
ほ
か
、
保
育
所
や

認
定
こ
ど
も
園
、
学
童
保
育
等
の
職

員
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
・
施

設
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
・
施
設
で

働
く
者
。
市
に
住
所
を
有
し
、
七
月
以

降
に
島
内
で
五
日
以
上
勤
務
し
た
者
が

対
象
。
従
事
す
る
業
務
の
内
容
に
よ
っ

て
給
付
額
に
差
異
は
設
け
ず
。

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

　
全
国
連
協
は
、
子
ど
も
た
ち
と
生
活

を
共
に
す
る
う
え
で
必
要
な
知
識
や
技

能
を
身
に
つ
け
た
指
導
員
が
こ
の
事
業

に
従
事
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
あ
ら
た
め
て
理
解
を
求
め
、
現
状

の
改
善
を
要
望
し
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

ひ
き
つ
づ
き
、連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
、

市
町
村
・
都
道
府
県
へ
の
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


